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者
の
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
施
設
、
教
育
・
保
育
施
設
、
学
校

で
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検 

 

新
型
コ
ロ
ナ･

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ･

５
の
感
染
急
拡
大
に
よ
り
、
感
染
爆
発

と
い
う
べ
き
深
刻
な
事
態
が
続
く
中
、

８
月
４
日
、
県
議
会
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

調
査
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
斉
藤
県

議
が
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 

 
８
月
３
日
の
厚
生
労
働
省
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
資

料
で
は
、「
こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も
高
い

感
染
レ
ベ
ル
を
更
新
し
続
け…

医
療
機

関
や
福
祉
施
設
だ
け
で
な
く
、
社
会
活

動
全
体
へ
の
影
響
も
生
じ
て
い
る
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
感

染
抑
止
へ
積
極
的
な
提
起
が
さ
れ
な
い

国
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。 

 

県
内
で
７
月
に
発
生
し
た
ク
ラ
ス
タ

ー 

ー
１
１
３
件
の
う
ち
、
特
に
命
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
高
齢
者
施
設
で
28
件(

５

４
３
人)

発
生
し
て
お
り
、
頻
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
等
検
査
を
た
だ
ち
に
行
う
よ
う
要
求
。

県
側
は
「
希
望
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
随

時
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
県
は
、
県
立
病
院
職
員
１
６
９
人

が
感
染
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
と
な
り
欠

勤(

８
月
２
日
現
在)

と
な
っ
て
い
る
と

説
明
。
あ
る
病
院
で
は
確
保
病
床
以
上
に

コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
、
一
部
病
棟
を

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
な
ど
、
深
刻
な

医
療
逼
迫
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
斉
藤
県
議
は
、
深
刻
な
事
態
を
県

民
と
行
政
が
共
有
し
、
医
療
危
機
に
陥
ら 

査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
が
必
要
だ
と

指
摘
。
県
民
対
象
の
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏

祭
り
な
ど
で
は
感
染
防
止
対
策
を
徹

底 

 

６
月
定
例
県
議
会
が
６
月
21
日
か

ら
７
月
５
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
物
価
高
騰
対
策
を

中
心
と
し
た
62
億
円
余
の
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 

６
月
補
正
予
算
で
は
、
４
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
対
応
す
る
県
の
集
団

接
種
に
要
す
る
経
費
（
約
11
億
円
）、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
高
齢
者
等
の

接
種
会
場
へ
の
輸
送
経
費
（
５
千
６
百

万
円
余
）
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。 

検
査
体
制
の
強
化
で
は
、
感
染
拡

大･

高
止
ま
り
時
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
集

中 

中
的
な
実
施
等
に
要
す
る
経
費(

約

13
億
円)

、
障
害
者
支
援
施
設･

介
護

施
設
等
に
対
す
る
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

の
配
布
や
応
援
職
員
の
派
遣
等
に
要

す
る
経
費
も
措
置
さ
れ
ま
し
た
。 

保
健
所
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

本
庁
に
お
い
て
１
日
当
た
り
最
大
25

名
の
職
員
を
配
置
し
、
５
月
末
ま
で
に

延
べ
約
２
２
６
０
名
の
積
極
的
疫
学

調
査
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。 

事
業
者
支
援
で
は
、
１
事
業
者
当
た

り
最
大
20
万
円
の
物
価
高
騰
対
策
支

援
費
（
11
億
２
千
万
円
余
）、
最
大
月

５
万
円×

３
ヶ
月
分
の
物
価
高
騰
対

策
家
賃
支
援
費
（
２
億
８
千
万
円
余
）

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
の
課
題

で
は
、
被
災
者
の
医
療
費
免
除
が
昨
年

末
で
終
了
と
な
る
中
、
岩
手
県
保
険
医

協
会
の
被
災
者
医
療
費
窓
口
負
担
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
が
、
窓
口
負
担
が
発
生

し
た
の
ち
に
「
必
要
な
通
院
は
で
き
て

い
る
」
と
の
回
答
は
、
国
保
で
33
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
で
49
％
に
と
ど
ま

り
、「
通
院
す
る
回
数
が
減
っ
た
」「
通

院
で
き
な
く
な
っ
た
」
が
国
保
で

60
％
、
後
期
高
齢
者
医
療
で43

％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま

え
て
提
出
さ
れ
た
「
被
災
者
が
必
要
な

受
診
が
で
き
る
よ
う
求
め
る
」
請
願･

意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
重
要

な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す(
自
民
党･

公
明
党･

い
わ
て
新
政
会
が
反
対)
。 

 

県保険医協会の皆さんが五日市議長に、被災者が必要
な受診ができるよう求める請願を提出(６月２８日) 

60
％
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
43
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
を
踏

ま
え
て
提
出
さ
れ
た
「
被
災
者
が
必
要

な
受
診
が
で
き
る
よ
う
求
め
る
」
請

願･

意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
重

要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す(

自
民

党･

公
明
党･

い
わ
て
新
政
会
は
反

対)

。 

な
い
よ
う
適
切
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 
７
月
25
日
に
は
達

増
拓
也
知
事
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波

か
ら
県
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
緊
急
の

申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、 

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
で
い
る
一
関
市
に

学
び
、
夜
間
・
金
曜
日

の
集
団
接
種
や
対
象

者
へ
の
丁
寧
な
対
応
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
、
医
療
従
事

者
・
高
齢
者
施
設
従
事 

達増知事にたいし新型コロナ第７波から県民の命とくらしを守る緊急の申し
入れ(７月２５日) 

底
し
、
対
策
が
不
十
分
な
場
合
は
見
直

し･

中
止
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
、
現
役
世
代
や
若
い
世

代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
要
だ
と
回

答
。
高
齢
者
施
設
で
の
一
斉
検
査
を
進

め
、
県
民
対
象
の
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

続
け
る
と
答
え
ま
し
た
。 

（
申
し
入
れ
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
） 
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  【
４
月
】

 

17
日 

八
幡
平
市
議
選
応
援 

18
日 

新
型
コ
ロ
ナ
調
査
（盛
岡
保
健
所
）

 

20
日 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
達
増
知
事
に
申
し
入
れ 

23
日 

県
立
図
書
館
１
０
０
周
年
記
念
式
典 

29
日 

盛
岡
市
消
防
演
習 

【
５
月
】

 

1
日 

第
93
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会 

3
日 

５
・３
憲
法
集
会 

5
日 

北
京
２
０
２
２
オ
リ
パ
ラ
報
告
会 

9
日 

第
５
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

13
日 

議
会
調
査
（フ
ー
ド
バ
ン
ク
）、
建
設
業
協
会
盛

岡
支
部
と
の
懇
談
会 

14
日 

木
戸
口
英
司
事
務
所
開
き
、
松
園
後
援
会
総
会 

18
～
19
日 

文
教
委
員
会
調
査
（わ
ら
び
座
、
国
際
教

養
大
学
、
大
仙
市
教
育
委
）

 

20
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

24
日 

旧
盛
短
跡
地
利
活
用
期
成
同
盟
会
の
県
総
務
部

長
へ
の
要
請 

25
日 

議
運
。
議
案
説
明
会 

26
日 

復
興
特
別
委
調
査
（被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

27
日 

臨
時
県
議
会(

物
価
高
騰
対
策
補
正
予
算) 

28
日 

県
弁
護
士
会
憲
法
学
習
会 

29
日 

日
本
共
産
党
街
頭
演
説
（志
位
和
委
員
長
）、
城

東
９
条
の
会 

31
日 

下
米
内
交
差
点
問
題
で
地
元
懇
談
会 

【
６
月
】

 

3
日 

盛
岡
市
統
一
要
望
説
明
会 

6
日 

第
６
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

7
日 

地
球
温
暖
化
特
別
委
員
会
調
査
（釜
石･

北
上
）

 

8
日 

盛
岡
大
付
属
高
校
主
権
者
教
育
（各
政
党
の
政

策
を
聞
く
会
）

 

9
日 

物
価
高
騰
対
策
で
達
増
知
事
に
申
し
入
れ
、
地

域
課
題
懇
談
会
（盛
岡
広
域
振
興
局
）

 

13
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

14
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会
、
国
民
平
和
大
行
進
盛
岡

入
り 

15
日 

国
民
平
和
大
行
進
・八
重
樫
副
知
事
表
敬
、
県
庁

前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

17
日 

９
条
改
憲
ノ
ー
！
夕
方
デ
モ 

21
日
～
7
月
5
日 

６
月
定
例
県
議
会 

22
日 

参
院
選
公
示
（木
戸
口
英
司
出
陣
式
・第
一
声
）、

日
本
共
産
党
比
例
候
補
第
一
声 

24
日 

小
池
晃
書
記
局
長
街
頭
演
説 

27
～
30
日 

本
会
議
、
30
日
に
議
案
に
対
す
る
質
疑 

【
７
月
】

 

1
日 

文
教
委
員
会 

5
日 

最
終
本
会
議 

15
日 

岩
手
県
農
協
労
組
定
期
大
会 

16
日 

参
院
選
報
告
街
頭
演
説 

17
日 

花
巻
市
議
選
応
援
、
再
発
防
止
岩
手
モ
デ
ル
策

定
委
員
会
、
八
日
町
夏
祭
り 

21
日 

新
型
コ
ロ
ナ
調
査
（盛
岡
市
立
病
院
）

 

24
日 

第
６
回
地
域
と
漁
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（陸
前
高
田

市
）、
城
東
９
条
の
会 

25
日 

コ
ロ
ナ
対
策
で
達
増
知
事
に
緊
急
申
し
入
れ 

29
日 

年
金
者
組
合
県
本
部
定
期
大
会 

【
８
月
】

 

1
日 

高
校
再
編
問
題
調
査
（福
岡
工
業
高
校
、
二
戸
市

教
育
長
）

 

2
日 

文
教
委
員
会 

3
日 

地
球
温
暖
化
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会 

4
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
別
委
員
会 

6
日 

２
０
２
２
年
原
爆
死
没
者
追
悼
式
（滝
沢
市
） 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(７月１日） 
 

 

８
月
２
日
の
文
教
委
員

会
で
、
来
年
度
の
県
立
学

校
編
制
に
つ
い
て
県
教
委

か
ら
説
明
が
あ
り
、
沼
宮

内
高
校(

２
学
級)

の
１
学

級
減
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

斉
藤
県
議
は
、
岩
手
町
が

２
学
級
維
持
へ
、
通
学
費

補
助
や
公
営
塾
等
の
努
力

を
行
い
成
果
が
あ
が
り
始

め
て
い
る
と
強
調
。
ま
た

高
校
再
編
後
期 
い
」
と
新
た
な
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
斉

藤
県
議
は
、
工
業
科
２
学

科
を
維
持
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
福
岡
工
業

高
校
を
単
独
で
維
持
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
質
し
ま

し
た
。 

 

不
来
方
高
校
の
バ
レ
ー

部
員
の
自
死
事
件
に
関
し

て
、
６
月
24
日
に
顧
問
教

師
を
懲
戒
免
職
処
分
と
し

た 

 

 

高
校
再
編
後
期
計
画
で
の
不
来
方
高

校
と
盛
岡
南
高
校
の
学
級
減
は
「
盛
岡

一
極
集
中
是
正
の
た
め
」
と
し
た
県
教

委
の
方
針
か
ら
見
て
も
、
学
級
減
は
見

直
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

県
立
福
岡
工
業
高
校
と
一
戸
高
校

と
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
、
県
教
委
は

「
二
戸
市
長
・
教
育
長
の
連
名
の
要
望

書
（
５
月
13
日
）
が
出
さ
れ
た
こ
と

に
応
え
て
、
工
業
学
科
を
２
学
科
確
保

す
る
と
い
う
形
で
計
画
を
見
直
し
た

い 

た
こ
と
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
懲
戒

免
職
処
分
の
理
由
は
「
生
徒
に
対
す
る

不
適
切
な
言
動
」
で
、
バ
レ
ー
部
員
の

「
自
死
事
件
と
の
関
連
は
判
断
で
き
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。
自
死
事
件

か
ら
４
年
近
く
が
経
過
し
て
の
今
回
の

処 

 

が
陸
前
高
田
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

仁
平
章
氏(

茨
城
大
学
客
員
研
究

員
・
北
日
本
漁
業
経
営
学
会
理
事)

が
、

小
規
模
家
族
農
業･

漁
業
が
全
経
営
体

の
９
割
以
上
、
食
料
の
８
割
を
生
産
し

て
い
る
と
報
告
。
栗
原
春
樹
氏(

21
世

紀
の
水
産
を
考
え
る
会)

は
、
福
島
第

一
原
発
事
故
の
汚
染
水
海
洋
放
出
阻

止
へ
、
①
地
下
水
流
入
を
ス
ト
ッ
プ
し

汚
染
水
を
増
や
さ
な
い
②
海
洋
放
出

に
代
わ
る
手
段
で
汚
染
水
を
管
理
・
処

理
す
る
こ
と―

を
指
摘
し
ま
し
た
。
千

葉
県
沿
岸
小
型
漁
船
漁
業
協
同
組
合

の
鈴
木
正
男
組
合
長
ら
は
、
キ
ン
メ
ダ

イ
の
資
源
確
保
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

 

陸
前
高
田
市
と
大
船
渡
市
越
喜
来

の
青
年
漁
師
が
カ
キ
養
殖
の
改
革
の

取
り
組
み
、
漁
業
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。 

陸前高田市コミュニティホールで開催された第
６回食と漁の地域未来フォーラム(７月２４日) 

７
月
24
日
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
目
標
14
「
海

の
豊
か
さ
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

６
回
食
と
漁
の
地
域
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

が 

８月３日、臨時国会が召集され、初登院し奮闘を誓
い合う（右から）山添拓、岩渕友、田村智子、仁比
聡平の各参議院議員。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

米内紘正 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

千葉絢子 
(県民クラブ) 

上原康樹 
(無所属) 

防衛費を対ＧＤＰ比２％以上に大幅増
額することに反対する請願⇒不採択 ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ 

被災者が必要な受診ができるよう求
める請願・意見書⇒採択 

○ ○ ○ × × × × × ○ ○ 

沖縄戦没者の遺骨等を含む土砂の採
掘をしないよう求める請願⇒採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

物価高騰対策の強化を求める意見
書⇒否決 

○ ○ ○ × ○ × × × × ○ 

県議会議員の定数等に関する条例
の一部を改正する条例⇒可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 

 

「県議会議員の定数等に関する条例の一部
を改正する条例」が賛成多数で可決されまし
た。その内容は、総定数を 48人と現行通りと
すること。各選挙区の定数は、人口に比例し
て定めるとした公職選挙法第15条第8項の規
定に基づき、選挙区を、大船渡･陸前高田選挙
区(定数 2)、九戸選挙区を分割し、洋野町を
久慈選挙区(定数 2)、軽米町･九戸村を二戸選
挙区(定数 2)に、盛岡選挙区は定数 11人とす
るものです。現行通りの選挙区の場合では、1
人区が 6選挙区となりますが、今回の合区に
より 1人区は遠野選挙区の一つとなります。
最も合理的な提案でしたが、最後までいわて
新政会が反対し、議員提案の発議案となりま
した。いわて新政会の反対討論に対して斉藤
県議が賛成討論を行いました。 

９月２１日（水）午後６時 
１０月１９日（水）午後６時 
予約電話番号:６５１-５８８１ 

処
分
理
由
は
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で

す
。
盛
岡
一
高
事
件
に
県
教
委
と
学
校

が
適
切
に
対
応
し
て
い
れ
ば
、
不
来
方

高
校
事
件
は
起
き
え
な
か
っ
た
も
の
で

す
。
当
時
の
県
教
委
の
対
応
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
調
査
中
と
し
て
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
佐
藤
博
教
育
長
は
「
可

能
な
限
り
速
や
か
に
対
応
し
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

      


